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S m i l e  c r e a t i o n  

 

笑顔創造 
 

「めねぎのうえんのガ・ガ・ガーン！」より：合同出版 

5 月 23 日に、韓国か

ら障害者企業総合支援

センターとカチヨウル

協同組合の方々12 名が

来園されました。 

韓日ユニバーサル農

業業務協約締結を 3 者

で行い今後の交流を約

束しました。 

ユニバーサル農業の

視点は、日本に留まる

ことなく世界共通のテ

ーマとなりました。 

1 人で出来ないこと

は、仲間達と一緒に行

うことで道が開けるか

もしれません。 

世 界 と 繋 が る ！ 

 

～今月の活動～ 

5月９・１４・20日 CLユニバーサル指導員講座 

５月１０・１１日 静岡経営塾 in七尾 

５月１８日 園芸福祉総会（浜松） 

５月１９日 園芸福祉シンポジウムｉｎ浜松（花博会場） 

５月２１日 浜松市立飯田小学校３年生 

       宮城県 ユニバーサル農業 

５月２３日 韓国 社会的農業視察団 

静岡県立農林環境専門職大学ＧＡＰ① 

５月３１日 聖隷クリストファー大学作業療法学科 

 

◎参加できます！  毎 月 開 催 

５月２４日金曜日 浜松建設的な生き方を学ぶ会 

19：00～２１：００ 開催場所：京丸園  

オリジン・コーポレーション 杉井保之氏をお招きして 

の勉強会です。参加費 1,000円 事前連絡お願いします。 

20 年前、2004 年浜松 

市において園芸福祉の全 

国大会を開催しました。 

この大会の開催と共に 

              ユニバーサル農業研究会 

              が設立され農業と福祉の 

いい関係をどう作り出す 

か研究が始まりました。 

 農業と福祉の相性がい 

いことは知られていまし 

たたがどのような繋がり 

がお互いの笑顔を創造す 

ることになるのか誰も答えを持っていない状況でした。 

 私達の挑戦は、障がい者や高齢者など多様な人達の力

を借りて産業である農業を強くし雇用を拡大させる目標

を掲げました。この 20 年で農福連携が全国に広がり雇

用に繋がる成果が報告されるようになりました。 

 目標から目をそらすことなく研究を継続させます。 

CL ユニバーサル指導員講座 

 CL「建設的な生き方」 

Constructive Living は 

アメリカの文化人類学者 

D．K．レイノルズ博士 

が日本にある森田療法と 

内観法から作り出した教 

育法です。「悩みを活か

す！」というのが特徴です。 

ユニバーサルデザインは、「あらゆる障害を無く

す！」デザインです。悩みや障害と聞くとつい「マイナ

ス」ととらえ目を背けようとします。そうすると不安や

問題はさらに膨らんでいくものです。そんな時こそ目を

背けることなく事実を観察し、目的に合った行動を導き

出すのが CL ユニバーサル指導員です。 

今回、日本で初めて開催された講座に 16 名が挑戦し

ました。これから悩みや障害を活かした事例を集め皆さ

んに報告していきます！ 

※韓国ニュースで報道されました。 

 2025 年 1 月のユニバーサル農業世界会議では、各国

の農業や福祉の課題を共有しそれぞれの取組事例から

学び新たな道を切り開こうと企画しています。 

 30 年前に障がいのある人達と出会い、CL を基礎にお

いてユニバーサル農業の研究を進めてきました。ここ

から世界との共同研究の始まりです。 
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